「何の 話 だら う？ 俺の 事 だ、 屹度 俺の 事に 違 ひない。」 

などと 許り 考 へて 居た。 

ホッと 安堵す ると 妙な 笑が 顔に 浮んだ。 一足 入って、 

扉 を 閉めて、 

よ っぽ ど 

『今日は 余程 道が 融けました ねす。 』 

と、 国訛り の、 ザ ラザラ した 声で 云って、 心 持 頭 を 下 

げ ると、 竹 山 は 

『早かったです ナ。』 

,-_ ね 

『ハ ァ、 今日は 何も 珍ら しい 材料が ぁリ ませんで し 

た。』 

わき 

と 云 ひ 乍ら、 野 村 は 暖炉の 側に あった 椅子 を 引ずって 



こども 

一本 も 無く、 烈しい 気象が 眼に 輝いて、 少年ら しい 活 

気の 溢れた、 何処か 恁ぅ ナポレオンの 肖像画に 肖 通つ 

た 所の ある 顔 立で、 愛想 一 つ 云 はぬけれ ど、 口元に 絶 

ひとずき 

やさぬ 微笑に 誰でも 人 好が する。 一段 二 段の 長い 記事 

を 字 一 つ 消す でな く、 ス ラスラと 淀みな く 綺麗な 原稿 

を 書く ので、 文選 小僧が 先づ 一 番 先に 竹 山を讃 めた。 

社長が 珍重して る だけに 恐ろしく 筆の 立つ 男で、 野 村 

せゐ どう 

も それ を 認めぬ ではない が、 年が 上な 故か怎 しても 心 

から 竹 山に 服す る 気に はなれぬ。 酒 を 喰った 時な ど は 

気が 大きくな つて、 思 切って 竹 山の 蔭口 を 叩く 事 も あ 

る 位で、 殊に 此 男が 馴々 しく 話 をす る 時 は、 昔の事 I 



I 強 ひて 自分で 忘れて 居る 昔の事 を 云 ひ 出される かと、 

それ はく 人知れぬ 苦労 をして 居た。 

野 村 は 力が 抜けた 様に 墨 を 磨って 居た が、 眼 は凝然 

と 竹 山の 筆の 走る の を 見た 儘、 種々 な 事が 胸の 中に 急 

がしく 往来して 居て、 さらで だに 不気味な 顔が 一 層険 

悪に なって 居た。 竹 山 も 主筆 も 恰も 知らぬ 人 同志が 

さま 

同じ 汽車に 乗り 合した 様に、 互に そ 知らぬ 態 をして 居 

どっち 

る。 何方も 傍に 人が 居ぬ かの 様に、 見向く でもな けれ 

かれ この さま また ぞろ 

ば 一 語 を 交す でもない。 渠は此 態 を 見て 居て 又 候 不安 

を 感じ 出して 来た。 屹度 俺の 来る まで は 二人で 何 か I 

I 俺の 事 を 話して 居た に 違 ひない。 恁 うと、 今朝 俺の 



胸を披 けて 乳 を やる 母親 は、 鼻が 推 潰した 〔# 「推 潰し 

た」 は 底本で は 「推 潰した 匕 様で、 土に 染みた 髪 は 異な 

あんな 

臭気 を 放って 居た が、 …… 噫、 浅 間し いもんだ、 那麼 

をつ と 

時で も 那麼気 を、 と 思 ふと 其 夫 の、 見る からに 物凄い 

髭面が 目に 浮ぶ。 心 は 直ぐ 飛んで、 遠い 遠い 小 坂の 鉱 

山へ 行った。 物凄い 髭面 許りの 坑夫に 交って、 十日 許 

しき トロッコ 

り も 坑道の 中で 鉱車を 推した 事が あった。 真黒な 穴の 

ェ レヴェ —タ— 

口が 見える。 それ は 昇降機 を 仕 懸けた 縦坑であった。 

おそろし さ 

噫、 俺 は ァノ穴 を 見る 恐怖 に耐 へきれ なくなって、 坑 

ちつ をみ なへ し 

道の 入口から 少し 上の、 些と 許り 草が あって 女郎花の 

のぼせ 

咲いた 所に 半日 寝転んだ。 母、 生みの 母、 上 衝で眼 を 



気の 利かない 男で あつたが、 「私 は 木 下さん (主筆) と 

ござ 

同国の 者で 厶 いまして、」 と 云 ふ 挨拶 を 聞いた 時、 俺よ 

り も 確かな 伝手が あると 思って、 先づ 不快 を 催した。 

自分が 唯 十五 円な のに、 長 野の 服装の 自分より 立派 

なの は、 若し や 俺より 高く 雇 つ た のぢ やな いかと 云 ふ 

ひきおこ 

疑 ひ を 惹起した が、 それ は 翌日に なって 十三 円 だと 知 

れて 安堵した。 が、 三日 目から 今迄 野 村の 分担だった 

商況の 材料 取と 警察 廻り は 長 野に 歩かせる 事に なった。 

いちん ち 

竹 山 は、 二日 も 早く 新聞の 仕事に 慣れる 様に、」 と 云 

つて、 自分より 二倍 も 身体の 大きい 長 野 を、 手酷し く 

こきつか 

小言 を 云って は 毎日々 々K 役 ふ。 校正^なら 校正 だけ 



行 息つ かずに 書いた。 

さっき 

『ぢゃ 君、 先刻の 話 を 一応 戸川に 打合せて 来る から。』 

と 竹 山に 云って、 主筆 は 室 を 出て 行った。 「先刻の 話」 

ことば はつ. 5 り 

と 云 ふ 語 は 熱して 居る 野 村の 頭に も 明瞭と 聞え た。 

支庁の 戸川に 打合せる 話なら 俺の 事ぢ やない。 ハテそ 

れ では 何の 事 だら うと 頭 を 挙げたが、 何故か 心が 臆し 

て 竹 山に 聞き もしなかった。 

『君 は 大変 顔色が 悪 いぢ やない か。』 と 竹 山が 云った。 

『ハ ァ、 怎も 頭が 痛く ッ て。』 と 云って、 野 村 は 筆を擱 

いて 立つ。 

『そら ァ 良くない。』 



『そら ァ 良くない。 大事に し 給へ な。 何なら 君、 今日 

の 材料 は 話して 貰って 僕が 書いても 可いです。』 

『ハ ァ、 些と 許りです から。』 

込 絡かった 足音が 聞え て、 上 島と 長 野が 連立って 入 

つて 来た。 上 島 は I 日に ない 元気で、 

『愈々 漁業 組合が 出来る 事に なって、 明日 有志 者の 協 

議会 を 開く さう ですな。』 

と 云 ひ 乍ら、 直ぐ 墨 を 磨り出した。 

さっき そんな みだし 

『先刻 社長が 見えて 其 麼事を 云って 居た。 二号 標題で 

成るべく 景気 をつ けて 書いて 呉れ 給へ。 尤も、 今日は 

とど こっち 

単に 報道に 止めて、 此方の 意見 は 二三 日 待って 見て 下 



さい。』 

いんぎん いんぎん 

長 野が 牛の 様な 身体 を殷憝 〔# 「殷 戀」 は ママ〕 に 運 

んで 机の 前に 出て、 

ござ 

『ァノ 商況で 厶 いますな。』 と 揉 手 をす る。 

『ハ、 野 村 君 は 今日 頭痛が する さう だから 僕が 聞いて 

書き ませう。』 

『ィャ ソノ、 今日は 何にも 材料が ありません ので。』 

『材料が 無い ッて、 昨日と 何も 異動がない とい ふの か 

ね？』 

『え、 異動が ありませんでした。』 

は ひ きの ふ 

『越後 米 を 積んで、 雲海 丸の 入港った の は、 昨日 だつ 



う ま 

野 村 は 眉間に 深い 皺 を 寄せて、 其 癖 美味 さう に 煙草 

を 吸って 居た が、 時々 頭 を 振って 見る けれど、 些とも 

重く もなければ 痛く もない。 咽喉に も 何の 変り がな か 

つた。 鱸て また 机に 就いて、 成るべく 厭に 見える 様に 

顔 を 顰蹙め た リ後脳 を 抑へ て 見たり し 乍ら、 手帳 を 繰 

り 初めた が、 不図 髯を 捻って 居る 戸川 課長の 顔 を 思 出 

した。 課長 は 今日 俺の 顔 を 見る とから 笑って居て、 何 

かの 話の 序に ァノ事 II 三 四日 前に 共立 病院の 看護 

力 力ら 力 

婦に 催眠術 を 施け た 事 を 揶揄った。 課長 は 無論 唯 若い 

看護婦に 施け たと 云 ふだけ で 揶揄った ので、 実際 又 医 

ほか か 

者 や 薬剤師 や 他 の 看護婦 の 居た 前で 施け たの だから、 



を か 

何も 訝しい 事が 無い。 無い に は 無い が、 若し ァノ 時ァ 

ノ 暗示 を 与へ たら 怎 であった らう、 と 思 ふと、 其 梅 野 

とい ふ 看護婦が スッ カリ 眠って 了って、 横に 臥れ た 時、 

きもの は 

白い 職 服の 下から 赤い ものが 喰み 出して、 其の 下から 

円く 肥った 真白い 脛の 出た のが 眼に 浮んだ。 渠は櫟 ぐ 

うつむ 

られる 様な 気がして、 俯いた 儘 変な 笑 を 浮べて 居た。 

上 島 は 燐寸を 擦って 煙草 を 吹かし 出した。 と、 渠は 

またもや 喉から 手が 出る 程 喫み たくな つて、 『君 は 

ii 日で も 煙草 を 持って るな。』 と 云 ひ 乍ら 一 本 取った。 

何故 今日は ァノ 娘が 居なかった らう、 と考 へる。 それ 

は洲崎 町の ト ある 角の、 渠が 何日で も 寄る 煙草屋の 事 



て 居ながら も、 時々 は 旧教の 方が 詩的で 可い と 云って 

居た。 竹 山 は、 無論 渠を 真摯な 信仰の ある 人と も 思 は 

なかった が、 それでも 机の 上に は 常に 讃美歌の 本が 載 

つて 居て、 (歌 ふの は 一度 も 聞かなかった が)、 皺く ち 

パイ ブル ポケット 

やの フロック コ— トに は、 小形の 聖書が 何日で も衣囊 

に 入れて あった。 同じ 教会の 信者 だとい ふ ハイカラな 

女学生が 四 五 人、 時々 野 村 を 訪ねて 来た。 其 中の 一 人、 

お つかぶ ひさしが み 

脊の 低い、 鼻まで 覆 被 さる 程 庇 髪 を つき出し たのが、 

或 時 朝早く 野 村の 室から 出て 便所へ 行った。 「信者た 

ゆ ゑん 

る 所以 は 彼処 だ！」 と 竹 山は考 へた 事が あった。 

渠は 又、 時々 短 かい 七五調の 詩 を 作って 竹 山に 見せ 



『黙って らっしゃ いよ、 貴方。』 と 云った が、 『だけど、 

云つ ちゃ 悪い わね。』 

『マァ 云って 見る さ。 口出し をして 止す ッて 事が ある 

もんか。』 

『何日だった か、 あの方が 九 時 頃に 酔 払って 帰った の 

よ、 お 竹さん て 人 伴れ て。 え、 其 人 は 其 時 初めてよ。 

いきな リ 

それ も 可い けど、 突然、 一緒に 居た 政 男さん (従弟) 

に 怒鳴りつ け るんで す もの、 政 男さん だって 怒ります 

わね え。 恰度 空いた 室が あつたから、 其晚 だけ 政 男 さ 

やす 

んは 其方へ お寝み になつ たんです けど、 朝に なったら 

面白い のよ。』 



『馬鹿な、 怎 したい？』 

『野 村さん がお 金 を 出したら、 要らない つて 云 ふんで 

すって、 其お 竹さん と 云 ふ 人が。 そしたら ね、 それ ぢ 

また 

や 再来い ッて其 儘 帰したん です とさ。』 

『可笑しく もな いぢ やない か。』 

また 

『マお 聞きな さいよ。 そしたら 其晚 再来 ましたの。 野 

村さん は 洋服なん か 着込んで らっしゃ るから、 見込 を 

すっかり 

つけたら しいの よ。 私 其 時 取次に 出た から 明細 見て や 

つたんで すが、 これ (と 頭に 手 を やって、) よりも モッ 

きもの 

ト 前髪 を 大きく 取った 銀杏 返しに 結って、 衣服 は 洗 晒 

しだった けど、 可愛い 顔して たのよ。 尤も 少し 青 かつ 



牛 込に 移って から 二月 許り 後の 事、 恰度 師走 上旬で 

あつたが、 野 村 は 小石 川の 何とか 云 ふ 町の 坂の下の 家 

とか を、 月 十五 円の 家賃で 借りて、 「東京 心理 療院」 と 

云 ふ 看板 を 出した。 そして 催眠術 療法の 効能 を述 立て 

た 印刷物 を 二 千 枚と か巿 中に 撒いた さうな。 其 後 二度 

こがらし 

許り 竹 山 を 訪ねて 来たが、 一 度 は モウ 節季 近い M の 

吹き荒れ て 、 灰色の 雲が 低く 軒 を 掠め て 飛ぶ 不快な 日 

しょげ 

で、 野 村 は 「患者が 一 人 も 来ない ご と 云って 悄気 返つ 

て 居た。 其 日 は 服装 も 見すぼらしかった し、 云 ふ 事 も 

「清い」 とか 「美しい」 とか 云ふ詞 沢山の、 神経質な 

厭世 詩人み たいな 事 許りで あつたが、 珍ら しく も 小 半 



つたら うと 再考へ る。 

渠はニ 時間の 間此 病院で 過した。 煙草 を 喫み たくな 

つた 時、 酒 を 飲みた くな つた 時、 若い 女の 華やいだ 声 

を 聞きた くな つた 時、 渠は 何日で も此 病院へ 行く。 調 

剤 室に も、 医員の 室に も、 煙草が 常に 卓子の 上に 備へ 

て ある。 渠が、 横 山 II 左の 蟀谷の 上に 二 銭 銅貨 位な 

禿が あって、 好んで 新体 詩の 話な ど をす る、 二十 五六 

ね だ せきしゅ 

の ハイカラな 調剤 助手に 強請って、 赤 酒の 一杯 二 杯 を 

美味 さう に 飲んで 居る と、 屹度 誰か 医者が 来て、 私室 

へ 伴れ て 行って 酒 を 出す。 七 人の 看護婦の 中、 青ざめ 

た 看護婦長 一人 を 除いて は、 皆、 美しくな いまでも 若 



めて 居る と 云 ふ 事 を 話し 出した。 そして、 それが 少く 

とも 六 ヶ月 位 かかる 見込 だが、 首尾 克く 脱稿したら 是 

非 東京へ 行って 出版す る。 僕の 運命の 試金石 は それで 

その かたはら 

す、 と 熱心に 語った。 梅 野 は 無論 其 傍 に 居た。 彼女 

は 調剤の 方に 廻され て 居る ので。 

それから 渠は小 野 山と いふ 医者の 室に 伴れ て 行かれ 

て、 正宗と ビ ー ルを 出された。 医者 は 日本酒 を 飲まぬ 

とい ふので、 正宗の 一本 は 殆んど 野 村 一人で 空に した。 

するめ 

梅 野と モ 一 人の 看護婦が 来て、 林檎 を剝 いたり、 ※ 〔# 

「魚 + 昜」、 ^下 を 焼いたり して 呉れた が、 小 野 山が 

院長から 呼びに 来て 出て 行く と、 モ 一 人の 方の 看護婦 



すばしこ ティ ブル 

に掛 る。 梅 野 は 敏捷く 其 手 を 擦り抜けて、 卓子の 彼方 

へ 逃げた。 

二人 は 小さい 卓子 を 相 隔てて 向 ひ 合った。 渠は、 右 

から、 左から、 再び 女を捉 へようと 焦慮る けれど、 女 

は 其 度 男と 反対の 方へ 動く。 妙に 落着 払った 其 顔が、 

きもの さだか 

着て 居る 職 服と 見 分が つかぬ 程 真白に 見えて、 明確な 

らぬ顔 立の 中に、 瞬き もせぬ 一 双の 眼 だけが 遠い 空の 

くつき リ 

星の 様。 其 顔と 柔 かな 肩の、 U りが 廓 然と 白い 輪廓 を 作 

つて、 仄暗い 薬の 香の 中に 浮んで、 右に 左に 動く の は、 

女で もない、 人で もない、 影で もなければ、 幻で もな 

い。 若樹の 桜が 時なら ぬ 雪の 衣 を 着て、 雪の 重みに 堪 



もんです から、 厭だった けど 一人 行って 来ました の。』 

『然 うです か。』 と 云った が、 フン、 宅と は 何 だい？ 

俺の 前で 嬝 ぶら なくたって、 貴様み たいな 者に 手 を 

つける もんか。 と 云 ふ 気がして、 ツイと 女 を 離れた な 

やみ 

り、 スタ /\ 駆け出した。 腥 さい 笑に 眼 は 暗ながら ギ 

ラギラ 光って 居た。 

恁麼 風に、 彼 は 一 時間 半 か 二 時間の 間、 盲目 滅法 駆 

けずり 廻って 居た が、 其 間に 酔が 全然 醒めて 了って、 

ひしひし 

緩んだ と 云って も 零度 近 い 夜風の 寒さが、 犇々 と 身に 

おとが ひ い き 

沁みる。 頤 を 埋めた 首巻 は、 夜目に も 白い 呼気 を 吸 

つて、 雪の 降った 様に 凍って 居た。 雲 一 つない 鋼鉄 色 



を かし 

考へ ると、 我ながら 滑稽くな つて 遂 口に 出して 笑って 

見る。 手を叩いて 更に 「天麩羅 二つ」 と i; 咐 けた。 

それ も 平らげて 了 ふと、 まだ 何 か 喰 ひたい 様 だけれ 

ど、 モウ 腹が 大分 張って 来たので、 止めた。 と、 眠気 

が 催す ま で に 悪 落着が して 来て、 悠然と 改めて 室の 中 

しき リ 

を 見廻した が、 「敷 島」 と 「朝日」 と 交代に 頻 に 喫 ひ 

ながら、 遂々 ゴロ リと 横にな つた。 それでも、 階段に 

女中の 足音が する 度、 起 直って 知らん 振 をして 居た が、 

恁麼 具合に して 渠は、 き 下の 時計が 十 時 を 打つ まで、 

随分 長い間 此処に 過した。 一度、 手も拍 たぬ のに 女中 

が 来て、 「お呼びで 厶 います か？」 と 襖 を 開けた が、 そ 



レ かコレ かと 迷った 末、 まだ 何も 知らぬ 長 野の 奴 を 引 

張り込ま うと 決心した。 

と、 渠は其 長 野の 馬鹿に 気の 利かぬ 事 を 思 ひ 出して、 

一 人で 笑った。 それ は 昨日の 事、 奴が 竹 山から 東京 電 

報の 翻訳 を 命ぜられて、 唯 五六 通に 半時 間 も かかって 

居た が、 

『ええ 一 寸伺 ひます が、 …… 怎も まだ 慣れませんで (と 

申 訳 をして おいて、) カン 力 インと は怎 かくんで せう 

か。』 

『感化院 さ。』 と 云って 竹 山が 字 を 書いて 見せた。 す 

ると、 



だとい ふ 長篇の 詩の 稿本であった。 渠は、 其 題の 示す 

如く、 此大 叙事詩に、 天地 初発の 暁から 日 一 日と 成さ 

れた、 絶大なる 独 一真 神の 事業 を 謳って、 アダムと ィ 

おきて 

ヴの 追放に 人類 最初の 悲哀の 由来 を 叙し、 其 锭られ 

たる 永遠の 運命 を 説いて、 最後の 巻に は、 神と 人との 

間に、 朽 つる 事な き 梯子 を かけた、 耶蘇 基督の 出現に、 

人生 最高の 理想 を 歌 はむ として 居る。 そして、 先づ以 

て、 涙の 谷に 落ちた 人類の 深き 苦痛と 悲哀と、 その 悲 

哀に 根ざす 霊魂の 希望と を 歌 ふとい ふ 序 歌 だけで も、 

優に 二百 行 位になる 害な ので、 渠は此 詩の 事を考 へる 

と、 話に 聞いた だけの (随 つて 左程 豪い とも 面白い と 



も 思はなかった、 )、 〔# 「思はなかった、)、」 は ママ U ダン 

テの 『神聖 喜 曲』 にも 劣らぬ と 思 ふので、 其 時 は、 自 

分が 今 こそ 恁麼 釧路 あたりの 新聞の 探訪 をして る けれ 

ど、 今に 見ろ、 今に 見ろ、 と 云 ふ 様な 気になる。 

たいしょ ものみな 

嗚呼々々、 太初、 万有の 

かたち 

いまだ 象 を 

と、 渠は 小声に 抑揚 をつ けて 読み出した。 が、 書いて 

あるの は 唯 十二 三 行し かないので、 直ぐに 読 終へ て 

また 

了 ふ。 と 繰返して 再読み 出す。 再読 終へ て 再読み 出す。 

恁 うして 渠は、 ものの 三十 遍も 同じ 事 を 続けた。 

初 は、 余念の 起る の を 妨げようと、 凝 然と 眉間に 皺 



する 時 もない。 人の子 は 枕す る 時 もない。 世界 十 幾 億 

まったく 

の 人間、 男 も、 女 も、 真実 だ。 人の子 は 枕す る 時 もな 

い。 実際 然 うだ。 寝ても 不安、 起きても 不安！ 夢の 

無い 眠 を 得る 人が 一 人で も あらう か！ 金 を 持てば 持 

つたで 悪い 事 を、 腹が減れば 減った で 悪い 事 を、 噫、 

寝て さへ も、 寝て さへ も、 実際 だ、 夢の 中で さへ も 悪 

い 事 を！ 夢の 中で さへ も 俺 は、 噫、 俺 は、 俺 は、 俺 

^ 

恐ろしい 苦悶が 地震の 様に 忽ち 其 顔に 拡がった。 そ 

れが刻 一 刻に 深くな つ て 行く。 瞬 一 瞬に 烈しくな つ て 

行く。 見ろ、 見ろ、 人の 顔ぢ やない。 全く 人の 顔ぢゃ 



気に 欝 した 室内の 空気 を 入 代へ て 居た。 ※ 〔# 「門 < 喚 

かたわれ づき 

のつ くり」、 g 下ゼ U とした 夜半の 街々、 片割 月が 雪を殊 

更 寒く 見せて、 波の音が 遠い 処でゴ ゥゴゥ と 鳴って 居 

る。 

直ぐ 目の 下の 病院の 窓が 一 つ、 パッと 火光が 射して、 

白い 窓掛に 女の 影が 映った。 其 影が、 右に 動き、 左に 

動き、 手 を あげたり、 屈んだり、 消えて 又 映る。 病人 

が 悪くな つたの だら うと 思って 見て 居た。 

よつかど 

と、 真砂 町へ 抜ける 四角から、 黒い 影が 現れた。 ブ 

うな だ じ つ 

ラ リブラ リと 俛 首れ て 歩いて 来る。 竹 山 は 凝と 月影に 

透して 視て 居た が、 怎も野 村ら しい。 帽子 も 冠って 居 



たもの らしい。 

男 は、 前よ リも俛 首れ て、 空気まで 凍った 様な 街路 

を、 ブラ リブラ リと 小さい 影を曳 いて、 洲崎町 〔# 「洲 

崎 町」 は 底本で は 「州崎 町 匕 の 方へ 去った。 



翌日、 野 村 良吉が 社に 出た の は 十 時 少し 過であった。 

ピ クリビ クリと 痙攣が 時々 顔 を 襲うて、 常よりも 一 層 

あたま 

沈んで 見えた。 冷たい 疲労の 圧迫が、 重く も 頭脳に 被 

さって 居る。 胸の 底の 底の、 ズット 底の 方で、 誰 やら 

泣いて 居る 様な 気がする。 何の 為に 泣く とも 解らない 



居る 事 は 杞憂に 過ぎん のぢ やない かと 云 ふ 気がした。 

また つぐ 

が 『実は 其、 (と 再 一寸 口 を噤ん で、) 私 は 今日 限リ罷 

めさせられ るの ぢ やない かと 思 ひます が …… 』 と 云つ 

て、 妙な 笑 を 口元に 漂 はしながら 竹 山の 顔 を 見た。 

竹 山の 眼に は 機敏な 観察力が、 瞬く 間 閃いた。 『今 

日限り？ それ は又怎 してです？』 

また 

『でも、』 と 渠は再 目 を 落した。 『でも、 モウお 決めに 

なって るん ぢ やない かと、 私 は 思 ひます がね す。』 

『僕に はま だ、 何の 話 も 無 いんです がね。』 

『ハ ァ？』 と 云 ふなり、 渠は 胡散臭い 目 付 をして チラ 

リと対 手の 顔 を 見た。 白ッぱ くれてる の だと は 直ぐ 解 



がま 

見開いた 眼に は 何も 見えぬ。 口 は 蟇の 様に 開けた 儘、 

ひき つ リゃ うわき 

ピ クリビ クリと 顔 一 体が 痙攣け て 両側 で 不恰好に 汗 

を 握った 拳が ブル ブル 顫 へて 居る。 

「神様、 神様 ご と、 何処か 心の 隅の 隅の、 ズッと 隅の 

方で 。 

(五月 一 一十 六日 脱稿) 

〔生前 未発表 • 明治 四十 一 年 五月 稿〕 
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